
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 

 

 
０１ 地域の自然を大切に守り継承する心の醸造 

        絶滅危惧種に指定されているクマガイソウは、本校学区内に自生地が 

あり、御厚意で子どもたちが見学させていただいています。また、学区 

内には園芸農家が多く、多種多様の園芸樹木が色とりどりに栽培されて 

います。子どもたちは日常的にそうした環境の中で生活しているだけで 

なく、開園 35周年の花しょうぶ園 

を見学したり、洋蘭栽培についての出前授業を受けたりして、学校生活の中で、 

地域の自然と多くふれあい、その美しさや価値について学んでいます。美しくかけ 

がえのない花を美しいと思う心や、他の場所にはない希少植物を守っていくとする 

心の醸造を進めています。 

０２ 地域で育つ・地域と育つ 

        明治６年（1873年）開校の本校は、親子何世代にも渡り本校卒という 

家庭も多く、学校と地域との関わりは、とても深く、温かなものとなっ 

ています。市の小学校の中でもいち早く開設したコミュニティスクール 

は、今年で３年目を迎えます。お年寄りとの交流発表会や、地域の伝統 

文化継承を目的としたお囃子体験、中学校との合同事業・行事など、地

域の中で自分の果たす役割を考える中で、地域を「ふるさと」として大切にしていく子どもたちを育成しています。 

 

０３ いじめや差別を許さない心の涵養  
 

 

 

 

 
 クラスの友達や登校班で一緒になる上級生・下級生など、子どもたちは学校生活の中で、さまざまな集団の中で多く

の他者と関わっていきます。理解できない言動してしまう仲間、気の合わない仲間、自分との異質感を感じさせられる

仲間等と出会った場合でも、人として許されない行動は絶対に行わない気持ちを培っています。全市で行われるいじめ

撲滅月間の活動はもとより、毎月のアンケート実施をはじめ、教育相談（毎月）、全校個人面談（年一回）等の機会を最

大限活用し、子どもの心の変化に、迅速に対応できる体制を整えています。 
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 学校教育目標 

 「たくましく 学びをつむぐ やなぎの子」 

      や やりぬく子 

      な なかま思いの子 

      ぎ きまりを守る子 

      の のびる子・のばす子 

      こ こころざしをもつ子 

■所在地：埼玉県さいたま市見沼区東新井 244番地の１ ■電話：048-683-3174 

■FAX：048-683-8971  ■交通：JR大宮駅からバス 25分 JR北浦和駅からバス 20分 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 
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